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令和３年度 御船中学校 重点成果指標
今年度の教育活動の成果を測る指標です。生徒会の執行部及び各委員長の意見をもとに案を作成し、職員会議、PTA 役員

会を経て決定しました。ＰＴＡ総会で保護者へお知らせしたところです。今後、定期的に達成状況を生徒会役員や学校運営
協議会委員、PTA 会長・副会長にお知らせします。主なものは、学校便りやホームページでも保護者や地域の方へもお知ら
せします。生徒、学校職員、保護者、地域、関係機関で“めざす子どもの姿”を共有して、御船っ子の確かな成長につなげ
たいと考えます。ご協力をお願いします。

体育大会結団式
体育大会テーマ「突破―最後まで挑み続ける体育大会―」
５月７日（金）に体育大会の結団式を

行いました。実行委員長の藤岡真実さん
が「この体育大会テーマのもと、練習の
段階から一人ひとりが声を出し、本番の
競技や応援においても常に全力で取り組
むことで、見ている人にも元気を届けら
れるような、今まで以上の素晴らしい体
育大会にしましょう。」と力強く述べまし
た。体育大会は５月２２日（土）に開催予
定です。短い取組期間ですが生徒を中心に、
職員、PTA も一丸となって素晴らしい体育大会を作り上げます。

実行委員長の藤岡さん

「新しい生活様式」について（熊本県 HPより）
➀手洗いでウイルスと不安を洗い流そう！
―こまめな手洗いが何よりも大切です。
②三密を避けましょう
―物理的に離れることが相手を思いやり、大切に
することになり、心と心の距離を近づけます。三
密を避けて、家族や友人を大切に。
③換気でウイルスを吹き飛ばそう
―換気をすることで、さわやかな空気を取り入れ、
ウイルスを吹き飛ばしましょう。
④だれだっていつだって感染しうるから
―人を思う優しさがいい明日をつくる。差別は許
されない。 ※学校ＨＰに関連情報を掲載

研究指定を生かして
校長 作田潤一

御船中学校は、上益城の中心校として、これまで

多くの先進的な取組を行い、その実践を県内外に発

信してきたところです。

今年度は、次のとおり５つの機関等から実践研究

の指定を受けています。１つの学校が５つの指定を

受けるのは極めて稀なことで、御船中学校が注目を

集めている証とも言えます。

「早寝、早起き、朝ごはん」推進校

国立青少年教育振興機構

教育課程実践検証協力校（数学）

国立教育政策研究所

ＮＩＥ推進校

熊本県ＮＩＥ推進協議会

租税教育実践校

熊本県租税教育推進協議会

学力向上推進校（御船中学校区）

上益城郡教育委員会連絡協議会

研究指定は、外部の資源（人、情報、助成金等）

を活用して教育効果を高める機会でもあります。５

つの研究指定を活用して、生徒一人一人の“生きる

力”を大きく育成したいと考えます。

最初に記した研究指定は、本校の課題である“生

徒の基本的な生活習慣”の育成に取り組むものです。

スマホ、ゲーム機等の長時間使用や夜遅くまでの社

会体育活動等が基本的生活習慣の障害となっている

現状があります。７月には「脳トレ」で著名な東北

大学の川島隆太教授をお招きして、生活習慣が脳に

与える影響について講演も予定しています。基本的

生活習慣の育成には、家庭の協力が何より必要です。

研究指定を我が子（家）の生活習慣、地域の青少年

の生活習慣について共に考える機会にできればと考

えます。


